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莢膜血清型分布．第 60 回日本感染症学会中日本地方会学術集会；2017 Oct 26-28；長崎． 
31)  仁井見英樹，東 祥嗣，山本善裕．菌数を敗血症の新規バイオマーカーとする迅速同定検査システムの開発．第 60
回日本感染症学会中日本地方会学術集会；2017 Oct 26-28；長崎． 
32)  田中知暁，野村伸彦，満山順一，浅野裕子，岩崎博道，大野智子，澤村治樹，柴田尚宏，末松寛之，松川洋子，松
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ンザ菌の感受性サーベイランス．第 60 回日本感染症学会中日本地方会学術集会；2017 Oct 26-28；長崎． 
33)  尾上知佳，辻 泰弘，山本善裕．シンポジウム 薬物血中濃度を臨床に活用する方策「ダプトマイシンの TDM の必
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35)  木谷健人，押田達郎，河岸由紀男，村中絵美理，辻 博，山本善裕．多彩な所見を伴った Legionella pneumophila 血
清群 2 型による市中肺炎の 1 例．第 79 回呼吸器合同北陸地方会；2017 Nov 11-12；富山． 
36)  山本善裕．抗菌薬適正使用の考え方 ～薬剤耐性対策アクションプランを含めて～．第 58 回日本内科学会北海道支
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1)  山本善裕．啓発・教育・サーベイランス・・～ICT としての戦略的な取組み～．ICT Symposium in Osaka；2017 Feb 4；
大阪． 
2)  山本善裕．呼吸器感染症の最新の話題．第 39 回兵庫呼吸器疾患研究会；2017 Feb 23；神戸． 
3)  山本善裕．抗菌薬適正使用を考える．第 2 回長崎県ベーシックセミナー；2017 Mar 9；長崎． 
4)  山本善裕．健康なのに肺炎予防って必要？．成人ワクチンお昼の Web 講演会；2017 Apr 12；東京． 
5)  山本善裕．市中肺炎の治療．平成 29 年度第 1 回薬剤師抗菌化学療法実践教育プログラム；2017 Apr 16；神戸． 
6)  山本善裕．抗菌薬適正使用の考え方 ～薬剤耐性対策アクションプランを含めて～．日本病院薬剤師会平成 29 年度
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践感染対策カンファランス；2017 May 23；長久手． 
8)  山本善裕．難治化するアスペルギルス症 ～肺アスペルギルス症の脅威～．第 38 回関東医真菌懇話会；2017 Jun 10；
東京． 
9)  山本善裕．耐性菌感染症に対する最新の治療戦略 ～MRSA 感染症を中心に～．北信地区 MRSA 講演会；2017 Jun 16；
長野． 
10)  山本善裕．抗菌薬適正使用の考え方 ～薬剤耐性対策アクションプランを含めて～．日本病院薬剤師会平成 29 年度
感染制御専門薬剤師講習会；2017 Jul 22；横浜． 
11)  山本善裕．私が想う抗菌薬適正使用の考え方．第 18 回熊本感染症カンファランス；2017 Jul 28；熊本． 
12)  山本善裕．薬剤耐性対策アクションプランと抗菌薬適正使用の考え方．第 19 回新潟県 IC フォーラム；2017 Jul 29；
新潟． 
13)  山本善裕．感染制御の重要性 ～ひとりひとりができること～．亀田総合病院院内感染対策研修会；2017 Sep 14；千
葉． 
14)  山本善裕．感染制御の重要性 ～ひとりひとりができること～．感染予防セミナーin 敦賀；2017 Nov 10；敦賀． 
15)  山本善裕．感染対策の必要性と地域連携．第 15 回富山県感染対策担当者養成研修会；2017 Nov 11；富山． 
16)  山本善裕．感染制御の重要性 ～ひとりひとりができること～．平成 29 年鳥取感染対策セミナー；2017 Nov 17；鳥
取． 
17)  山本善裕．抗菌薬適正使用の考え方 ～薬剤耐性対策アクションプランを含めて～．平成 29-30 年富山県薬剤師会生
涯教育研修会；2017 Dec 14；富山． 
18)  酒巻一平．インフルエンザに関する最新の話題．感染症フォーラム in Toyama；2017 Jan 26；富山． 
19)  酒巻一平．発熱性好中球減少症（FN）のマネージメント. 富山県病院薬剤師会感染制御研修会；2017 Jan 21；富山． 
20)  酒巻一平．CVC を挿入した患者が FN を起こした場合，カテーテルの抜去は推奨されるか？ ガイドライン委員会企
画「発熱性好中球減少症（FN）ガイドライン改訂版の解説」．第 15 回日本臨床腫瘍学会；2017 Jul 27；神戸． 
21)  酒巻一平．薬剤耐性菌と抗菌薬適正使用．富山県医師会フォローアップ研修；2017 Sep 2；富山． 
22)  酒巻一平．抗菌薬の基礎知識と適正使用．第 15 回富山県感染対策担当者養成研修会；2017 Oct 28；富山． 
23)  上野亨敏．手における非結核性抗酸菌症の 3 例．第 5 回富山結核・抗酸菌症研究会；2017 Oct 13；富山． 
24)  宮嶋友希．富山県におけるカンジダ血症診療の実態調査 up to date．第 5 回富山深在性真菌症研究会；2017 Jun 29；
富山． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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